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§1. 1まL-yHC
7･-ラ77イ人膚向1tG物 (6IC,S)'3, 79彩 を碑産 卵 乾物 を寺 号卓や .卑見イ三尊 度 の 大 き な
賓か 性 と頼 穿な温度促射 隻, 5た胤 だえ椎超 iZ尋勿壕とLて直 写和 こ:Tj:Bさ れ て35･･),壁
論 と真顔 4)南側 面S ,)勢 か つ存布宮r鹿 め5-dt,て い き ｡ 5/C'sL'嫡 鮮 d'-- ′こ.帝人幼項
層が7'ヲ71イ人のC軸 'C姑,て周朗的 LCBE剤 す5ステ ータ･'77'現象Fあ う｡ こJ,周射 的 宙E
41J盲埼 叡付 け5量t-ス テ ージ'数 竹であ･),和慮りあう挿 入物 凄盾 4'痢 中農素月 の女 とL乙
定義され 5 ｡ 例 え ば垂 ア′レカ y金魚6,JC,S.,尊意 常圧 ttの侶蓉蝕 成 ば. ･n -1{/3〝Cpr-
あさt'. m _i2 f･Ll〃CJ2,,a O'#可9.gて･弟5 0 (M-K,gb,Cs) 華 LffJF5-, 晶Ldc/a,keI'iE
広,礼 -Z のKC/2,2カー亭 -7kbar¢辞 ポ 在 下て.仇-5 4,KCP,3へ相好碑きみこ多事首足盆
Lた｡ また, t ク農産に才3と 1L-49KC6,4へ密脅 す5 と 日夕選 書 iあSz.' こ L'圧 力轟
起承且相転めり索敵 は, ステー 5-'敏 と属成功 項 のあ t相 虜か･伺喝 (=変化 し7:3≠･5毛 , Jlt合
働 合 庫 とL,て4･相成Tl夜雌 しな Ilと‖ラf tこ功 5.
本禰究 い ま,各摩 り7ILカソ金属瓦泉言辞ス Lた堵令 IC つ ‖ て, 手首.'挿入I:i5卓由エ
チ ル f- J7変凪 を. 7'JLカy金属眉 4面 内富農4tl圧 力 d)威教 と Lて求 め5. Z L で貞由
Lネ ルf■-クに度 にF･),鼻 毛笹Gを面内密度 F 圧 h lCと-I,塵 に麻碁 すうデ モ謂1-.圧 力
諌足 痛虚相範 秒 〃頑商 E解 明 す5 J'ダ'月的 こ.あう.
卓2. モ デ Iレ&打自由工手 ･VT -の訂 膏
ステー5,､1数 ヱ以上 477 ILカ リ金魚 q-/C'sT Lま, 7 /i,カ リR.与 IS最外殻 os菅3･重炭素層
に傘郵 すtLこ+e L:イオ ン化 L･てu5｡ また櫓 如 Lた牽与 LS, 7 /レカリ金属Ji Fifを ヱ衣
の炭 泉層 r=局雇 レ, 芝の 7t-)1･.>人･亨占 めき. 7,/しカ ,)虎 3･りイオ ン化 と,浄 財骨 子 &,月産
推 F,Gカ話題頭遥神学云掛 こ√ク影響を垂tJ5 L,と Lて, 7-0灯-ゥ虐画叩頭押入に ∫3
魚 LD自由三才 JVデー d)変収 ま養 37ま ｡ こ ;T,アルカ t)イオ ン lg面 内㍗規則的 呑三角密与
を構成 して ､､5ヒ伸足 し , 7,ILカリ金 鹿 4'凝 糞 力 4'訂箸 L=用 ‖与れたち 7･ナ一･サイ ソ& 似
せ用 I15｡ 偽り'ブ一･qイソIt/Ll才六魯着 て~′ 芝の乎 IL･'こ,十 e tこイオ >JtL だ 7/しカ ')磨
子ダ虎legすS｡セJL,向の胡主作 用19品里中椎の為 ′ニ弱 IlとLて空捜 す3.
こC)モチ IレJこJ QtLf･', =ネlレ千一一1'芽Jtli潔 の5頑 √])を3. n)神勅 Lた官 与U･6着虜
の花-n-ン人･【占F'き事に√3層動 エネ .レf -ENf, (2)7･JLカ ･)イオンPタd'クー Oi.ェネ
ル千㌧ fee,(3)7ILカ･)イわ の虎好と,gk Lニ虜讃す3度粛原iゥ虎&摘 〃鶉豆イ阜用.
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計等の岩見PE柁 は, t … 苧確定の蓮数 にu=倒 し. 7 = リ塩 魚居の面内密度言下 *･5
有に作間す5ダ●,E(且は負で',適 lこ面内虎虜宮高 め 5傾 向 に あヲ辛il'示g utだ｡ また,(SJ
の南hn向o'相互作用Ti, 7,ルカ･)イオ ンt酷薄炭素虐3'痢･,密G5e【項線 ′こ頒 71空列 ･)書
手5把 Iこ.7,/Lカ･)イオン中三須藤3･E,慶貞慮り蜂 〃貞後 塵 C塵JeせFa傾 向tt7 .
亨5. 計官給男と藷希
LL,k:,Rb.CsL:対 して,瀬 入 LこT3工ネルf一
組 モT-OK rilめ た･F･.351J2 t3･L･ty-G/C
ICカ Lど. 宮腰 虐 〃 cfとり. 工手IレT -31Cと
tIレLD千倉だり虜U とLて,i.i,たtウ ニーあ 3. 国
中のLA-C`川 等 とあ3親 戚 ,i, 77ルカ ･)イオン属
と炭素属が●整合Lて II5場JE'=舶 当 し, 真顔 F}度
合工手 Lvf - Eあ5のす.
角画の比酸 PL5わP.う棟 に, Lj-6'/C こ-l .
まL･CS.仇 b～虜f客足⊂●歩 き の (=2-TL,て ,kl-61CrG
k'CI4,仇 ダ鼻毛客足 て一読 5. ニA,董軍 払′ t(て-くま
LiLこ比較 して曲解向d)庁罷 F･酸く,cF大き く な
さt=- め に,EcL J)兵 t=号任i'川 F弱め られ5皐 に
由来 育三.
ビーeJCL=対 して 圧 力下作用 させ5と.7ILカ ')
1オン鳥と醗確岸表音d'何の距蹄㌻凍,yす5. 号
? ???????










o)ために E〔且の作 間F強 めSQtて面 内 虫 度{鹿 (参5事F子だ 亡れ 5｡E:3･3/∫.4-7肋 rl
























IL㌣-〃6-僻雇煙 をJT-1してIL5｡ 虐 庫 とLこエ
ネtl/f'-1 点く夢 5が､, k'Cわ,Rd7オ㌻密度 とを
3 里 F わダ 3 ･ EjSLZ･3 可比軒 t.5′ 圧 力蕗虐
鹿妻猫車や の寿命 丘モ評価 す3と. 4kbarとrJ
9,宮腰 虐 とよ (一致す う偵 E得 た.
今津Jl研摩 tLt, 郁 艮温良へ ')拡張冬山､I,
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